
将来の教育を考える若手教員グループトーク    ワークシート 

〈グループトーク１〉  ・Ⅰ．令和 20年度までに実現を目指す県立高校の姿について（素案ｐ１～ｐ５） 
・Ⅱ．「目指す姿」から逆算的に考える「配置の姿」について（素案ｐ６） 

（１）基本目標や教育内容等について(素案ｐ１～ｐ３) 
基本方針(素案)では、新時代ＨＳで行う主な教育内容を８つに区分することとしています。将来の

高校生のため、どのような教育が必要だと思いますか。 
アンケート結果も踏まえ、日頃、高校生と接している視点でお答えください。 

 

（２）教育内容と学校規模の組合せ、配置の姿について（素案ｐ４～６） 
大規模・中規模・小規模のそれぞれのメリットを活かした学校づくりには、どのような学科構成の

組合せがよいと思いますか。「配置の姿」も踏まえてお答えください。 
 

 
〈グループトーク２〉  ・Ⅲ．「目指す姿」の実現に向けた検討方針について（素案ｐ７～１２） 

（１）活力ある学校・組織づくりについて（素案ｐ12） 
 ①民間人材の活用、学校外との連携、教育効果を高める学校運営 
 ②教員の「働きやすさ」と「働きがい」の両立 
  のためには、どのような取組みが必要だと思いますか。 

（２）将来の富山県教育について 
 あなたが思う、富山県教育の今後も残したいよいところや、今後、こうしていきたいことをお答え

ください。 

 


